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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホスト移動無線通信端末であって、
　無線インタフェースを介して別の通信端末と通信するように構成された無線通信モジュ
ールと、
　コントローラであって、
　　前記無線通信モジュールを通じて複数の参加無線通信端末との接続を確立し、
　　ノミネートソングファイルのリストを保持し、
　　ソングファイルをノミネートする前記参加無線通信端末から、ノミネートソングファ
イルの識別子を受信し、
　　前記ノミネートソングファイルの前記識別子を前記ノミネートソングファイルの前記
リストへ加え、
　　前記複数の参加無線通信端末から１以上の得票メッセージを受信し、
　　選出されたソングファイルを前記１以上の得票メッセージに基づいて前記ノミネート
ソングファイルのリストから決定し、
　　受信した前記識別子に対応するノミネートソングファイルが前記選出されたソングフ
ァイルである場合、当該ソングファイルをノミネートした参加無線通信端末へソングファ
イル要求を送信して、当該参加無線通信端末から当該識別子に対応するソングファイルを
取得し、
　　前記選出されたソングファイルの再生を前記複数の参加無線通信端末において同時に
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実行する
ように構成される
ことを特徴とするホスト移動無線通信端末。
【請求項２】
　前記コントローラは、
　前記複数の参加無線通信端末のうちの２以上の参加無線通信端末から得票メッセージを
受信する
ように構成されることを特徴とする請求項１に記載のホスト移動無線通信端末。
【請求項３】
　前記無線通信モジュールは、ダイレクト・ポイント・ツー・ポイント無線インタフェー
スを介して別の通信端末と通信するように構成され、
　前記コントローラは、
　　前記ダイレクト・ポイント・ツー・ポイント無線インタフェースを介して前記無線通
信モジュールを通じて前記複数の参加無線通信端末との接続を確立し、
　　前記ダイレクト・ポイント・ツー・ポイント無線インタフェースを介して前記複数の
参加無線通信端末から前記１以上の得票メッセージを受信する
　ように構成される
ことを特徴とする請求項１又は２に記載のホスト移動無線通信端末。
【請求項４】
　前記無線通信モジュールはブルートゥース送信機を備えることを特徴とする請求項１乃
至３のいずれか１項に記載のホスト移動無線通信端末。
【請求項５】
　前記無線通信端末はセルラ電話機を含むことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１
項に記載のホスト移動無線通信端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子装置に関し、特に、ソングファイルを再生するための電子装置、方法、
及びコンピュータプログラム製品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ソング（曲）ファイルを格納するための（セルラ電話機などの）無線通信端末のような
移動電子装置が広範に使用されている。ユーザは、自分の移動電子装置に格納されている
メディアセンタが利用可能な場合には、（ＰＣやラップトップ、テレビ、オーディオ受信
機などの）メディアセンタのような別の装置又は別の無線通信端末でソングファイルの再
生を望む場合がある。このソングファイルの再生は、相手方の装置が好適な通信モジュー
ルを装備していれば、ケーブル又は（ブルートゥース接続など）無線リンクを介して相手
方の装置と接続された電子装置により達成することができる。上記通信モジュールは、組
込み型モジュールや補助（例えばプラグイン）モジュールであってもよい。１以上の移動
電子装置から（単複の）再生装置へソングファイルを１つずつ送信することが可能である
。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、移動無線通信端末に無線通信モジュールとコン
トローラとが含まれ、該無線通信モジュールは、無線インタフェースを通じて別の通信端
末と通信を行うように構成される。コントローラは、無線通信モジュールを通じて１以上
の参加無線通信端末との接続を確立し、１以上の参加無線通信端末に格納された適合ソン
グファイルであって、該適合ソングファイルが予め規定されたソングファイル・カテゴリ
の中に分類されていることを示す、上記ソングファイルに関連づけられたメタデータ・タ
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グを有する適合ソングファイルの識別子を１以上の参加無線通信端末から受信し、この適
合ソングファイルの再生を実行するように構成される。
【０００４】
　コントローラは、無線通信モジュールを通じて複数の参加無線通信端末との接続を確立
すると共に、複数の参加無線通信端末のうちの２以上の参加無線通信端末の中から適合ソ
ングの識別子を受信するように構成してもよい。
【０００５】
　いくつかの実施形態によれば、コントローラは、無線通信モジュールを通じて複数の参
加無線通信端末との接続を確立すると共に、複数の参加無線通信端末において適合ソング
ファイルの再生を同時に実行するように構成される。
【０００６】
　コントローラは、再生用として適合ソングファイルを１以上の参加無線通信端末から検
索するように構成してもよい。
【０００７】
　いくつかの実施形態によれば、無線通信モジュールはダイレクト・ポイント・ツー・ポ
イント（direct point-to-point）無線インタフェース越しに他の通信端末と通信するよ
うに構成され、コントローラは、ダイレクト・ポイント・ツー・ポイント無線インタフェ
ースと無線通信モジュールを介して１以上の参加無線通信端末と接続を確立すると共に、
ダイレクト・ポイント・ツー・ポイント無線インタフェースを介して、適合ソングファイ
ルの識別子を１以上の参加無線通信端末から受信するように構成される。無線通信モジュ
ールはブルートゥース送信機を備えるものであってもよい。無線通信端末はセルラ電話機
を含むものであってもよい。
【０００８】
　本発明の別の実施形態によれば、移動無線通信端末には、無線インタフェースを通じて
別の通信端末と通信するように構成される無線通信モジュールと、コントローラとが含ま
れる。コントローラは、無線通信モジュールを通じて１以上の参加無線通信端末との接続
を確立し、ノミネートソングファイルのリストを保持し、１以上の得票メッセージを１以
上の参加無線通信端末から受信し、選出したソングファイルを１以上の得票メッセージに
基づいてノミネートソングファイルのリストから決定し、選出したソングファイルの再生
を実行するように構成される。
【０００９】
　いくつかの実施形態によれば、コントローラは、ノミネートソングファイルの識別子を
１以上の参加無線通信端末から受信し、ノミネートソングファイルの識別子をノミネート
ソングファイルのリストに追加するように構成される。
【００１０】
　いくつかの実施形態によれば、コントローラは、無線通信モジュールを通じて複数の参
加無線通信端末との接続を確立し、複数の参加無線通信端末のうちの２以上の参加無線通
信端末から得票メッセージを受信するように構成される。
【００１１】
　コントローラは、無線通信モジュールを通じて複数の参加無線通信端末との接続を確立
すると共に、選出したソングファイルの再生を複数の参加無線通信端末において同時に実
行するように構成してもよい。
【００１２】
　コントローラは、再生用として選出済みのソングファイルを１以上の参加無線通信端末
から検索するように構成してもよい。
【００１３】
　本発明のいくつかの実施形態によれば、無線通信モジュールはダイレクト・ポイント・
ツー・ポイント無線インタフェースを介して別の通信端末と通信を行うように構成され、
そして、コントローラは、ダイレクト・ポイント・ツー・ポイント無線インタフェースを
介して無線通信モジュールを通して１以上の参加無線通信端末との接続を確立し、ダイレ
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クト・ポイント・ツー・ポイント無線インタフェースを介して１以上の参加無線通信端末
から１以上の得票メッセージを受信するように構成される。無線通信モジュールはブルー
トゥース送信機を備えてもよい。無線通信端末はセルラ電話機を含むものであってもよい
。
【００１４】
　本発明の別の実施形態によれば、移動無線通信端末には、無線インタフェースを介して
別の通信端末と通信するように構成された無線通信モジュール、並びに、コントローラが
含まれる。コントローラは、無線通信モジュールを通じて１以上の参加無線通信端末との
接続を確立し、ソングファイルの再生に対応して１以上の参加無線通信端末の１以上の照
明装置を制御するように１以上の参加無線通信端末に命令する１以上の照明効果信号を１
以上の参加無線通信端末へ送信するように構成される。
【００１５】
　いくつかの実施形態によれば、コントローラは、無線通信モジュールを通じて複数の参
加無線通信端末と接続を確立し、ソングファイルの再生に対応して複数の参加無線通信端
末の各端末の照明装置を制御するように複数の参加無線通信端末の各々に命令する照明効
果信号を複数の参加無線通信端末の各々へ送信するように構成される。
【００１６】
　いくつかの実施形態によれば、コントローラは、複数の参加無線通信端末の各々の照明
装置を互いから別様に制御するように複数の参加無線通信端末に命令する照明効果信号を
複数の参加無線通信端末の各々へ送信するように構成してもよい。
【００１７】
　コントローラは、複数の参加無線通信端末の各々へ照明効果信号を送信して、複数の参
加無線通信端末のうちの第１の参加無線通信端末のディスプレイから、複数の参加無線通
信端末のうちの第２の参加無線通信端末のディスプレイへ時間の経過に伴って動く画像を
複数の参加無線通信端末の各無線通信端末のそれぞれのディスプレイ上に複数の参加無線
通信端末に表示させるように構成してもよい。
【００１８】
　いくつかの実施形態によれば、コントローラは、複数の参加無線通信端末の各々へ照明
効果信号を送信するように構成され、複数の参加無線通信端末の照明装置のうちの第１の
照明装置に、第１のオーディオ周波数範囲においてオーディオ信号に応答させるようにし
、そして、複数の参加無線通信端末の照明装置のうちの第２の照明装置に、第１のオーデ
ィオ周波数範囲とは異なる第２のオーディオ周波数範囲においてオーディオ信号に応答さ
せるようにする。
【００１９】
　コントローラは、複数の参加無線通信端末においてソングファイルの再生を同時に実行
するように構成してもよい。
【００２０】
　いくつかの実施形態によれば、無線通信モジュールは、ダイレクト・ポイント・ツー・
ポイント無線インタフェースを介して別の通信端末と通信するように構成され、そして、
コントローラは、ダイレクト・ポイント・ツー・ポイント無線インタフェースを介して無
線通信モジュールを通じて１以上の参加無線通信端末との接続を確立し、ダイレクト・ポ
イント・ツー・ポイント無線インタフェースを介して１以上の照明効果信号を１以上の参
加無線通信端末へ送信するように構成される。無線通信モジュールはブルートゥース送信
機を備えるものであってもよい。無線通信端末はセルラ電話機を含むものであってもよい
。
【００２１】
　図面及び以下の推奨実施形態についての詳細な説明を読むことにより、本発明のさらな
る特徴、利点、及び詳細は当業者によって理解されよう。このような説明は本発明の単な
る例示にすぎない。
【図面の簡単な説明】
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【００２２】
【図１】本発明のいくつかの実施形態に係る移動無線通信端末及び例示の基地局トランシ
ーバのブロック図である。
【図２】本発明のいくつかの実施形態に係る方法を例示するフローチャートである。
【図３】図１の移動無線通信端末を含む本発明のいくつかの実施形態に係るソングファイ
ル再生システムを示すブロックである。
【図４】図１の移動無線通信端末を含む本発明の別の実施形態に係るソングファイル再生
システムを示すブロック図である。
【図５】図１の移動無線通信端末を含む本発明の別の実施形態によるソングファイル再生
システムを示すブロック図である。
【図６】本発明のいくつかの実施形態に係る図１の移動無線通信端末のディスプレイを示
すブロック図である。
【図７】本発明の別の実施形態に従う方法を示すフローチャートである。
【図８】本発明の別の実施形態に従う方法を示すフローチャートである。
【図９】本発明の別の実施形態に従うソングファイル再生システムを示すブロック図であ
る。
【図１０Ａ】システムの３つの移動無線通信端末に表示されたアニメーション・シーケン
スを示す本発明の複数の実施形態によるシステムのブロック図である。
【図１０Ｂ】システムの３つの移動無線通信端末に表示されたアニメーション・シーケン
スを示す本発明の複数の実施形態によるシステムのブロック図である。
【図１０Ｃ】システムの３つの移動無線通信端末に表示されたアニメーション・シーケン
スを示す本発明の複数の実施形態によるシステムのブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　次に、本発明の実施形態を示す添付図面を参照しながら、さらに詳細に本発明について
説明する。しかしながら、本発明が本明細書の記載に限定されると解釈すべきではない。
むしろこれらの実施例は、この開示が完全で完璧なものとなるように、そして、本発明の
範囲を当業者に十分に伝えるために提供するものである。同一の参照番号は、全図面を通
して同一の要素を示すものとする。
【００２４】
　本明細書で使用されているように、「を備えている（comprising）」又は「を備える（
comprises）」という用語はオープンエンドスタイルの用語であって、記述した１以上の
特徴、数値、エレメント、ステップ、構成要素を含むものであるが、１以上の他の特徴、
数値、構成要素、機能又はこれらのグループの存在又は追加を排除するものではない。
【００２５】
　本明細書で使用されているように、「～と～との少なくともいずれか（and／or）」と
いう用語は、１以上の関連づけられ、リストされた項目の任意の、及び、すべての組み合
わせを含むものである。
【００２６】
　本明細書で使用されているように、ラテン語のフレーズ「たとえば（exempli gratia）
」に由来する普通の略語「ｅ．ｇ．」を用いて、一般的な例又は前述の項目の例を導入し
たり、指定したりすることができるが、この略語はそのような項目の限定を意図するもの
ではない。ラテン語のフレーズ「id est（すなわち）」に由来する普通の略語「ｉ．ｅ．
」が本明細書で使用されている場合、この略語を用いて、より一般的に列挙したもののな
かから特定の項目を指定することができる。
【００２７】
　本明細書で使用されている用語法は特定の実施形態について単に説明することを目的と
するものであって、本発明を限定することを意図するものではない。本明細書で使用され
ているように、文脈が別様に示していない限り、単数形を示す「ａ」、「ａｎ」及び「ｔ
ｈｅ」は複数形も同様に含むことを意図するものとする。



(6) JP 4860752 B2 2012.1.25

10

20

30

40

50

【００２８】
　別段の規定がない限り、本明細書で使用されている（技術的用語と科学的用語とを含む
）すべての用語は、本発明が属している技術分野の通常の当業者によって共通に理解され
るものと同じ意味を有するものとする。一般に使用される辞書に定義されているような用
語は、関連する技術分野の文脈における意味と一致する意味を有するものと解釈すべきで
あり、本明細書で明示的に別段の定義がない限り、理想化した意味に解釈したり、過度に
形式的な意味に解釈したりすべきではないことはさらに理解されよう。
【００２９】
　ある要素が、他の要素に対して「接続される（connected）」又は「結合される（coupl
ed）」と記載されている場合、それは、直接連結又は接続されていることも可能であるが
、他の要素が介在していてもよいことは理解されよう。逆に、ある要素が、他の要素に対
して「直接連結される（directly coupled）」又は「直接接続される（directly connect
ed）」と記載されている場合、他の要素が何も介在していないと理解すべきである。さら
に、「接続される（connected）」又は「結合される（coupled）」という記載は無線での
接続又は結合を含みうるものとする。
【００３０】
　よく知られた機能や構成は、簡潔で明快な説明とするために、本明細書では詳細には記
述されない。
【００３１】
　本発明は、方法と、電子装置と、コンピュータプログラム製品との少なくともいずれか
として実施することができる。したがって、本発明は、ハードウェアに組み込まれた構成
と、（ファームウェア、常駐ソフトウェア、マイクロコードなどを含む）ソフトウェアに
組み込まれた構成との少なくともいずれかの構成で実施することができる。この構成は、
本明細書では一般に「回路」又は「モジュール」と呼ぶ場合がある。さらに、本発明は、
コンピュータで使用可能な格納媒体又はコンピュータ可読格納媒体におけるコンピュータ
プログラム製品の形態をとることができる。このコンピュータプログラム製品はコンピュ
ータで使用可能なプログラムコード又はコンピュータ可読プログラムコードを有し、また
、上記プログラムコードは媒体において実施され、命令実行システムに関連して利用され
る。本文書の文脈において、コンピュータで使用可能な媒体又はコンピュータ可読媒体は
、命令実行システム、設備、又は装置により又は共に使用されるプログラムを、収容し、
格納し、通信し、伝播し、又は転送できるあらゆる媒体であり得る。
【００３２】
　方法及び通信端末を示すブロック図と動作説明図との少なくともいずれかを参照しなが
ら、本発明に準拠する実施形態について説明する。この点に関して、個々のブロックは、
（単複の）特定された論理機能を実現する１以上の実行可能な命令を備えたモジュール、
セグメント、又はコードの一部を表すことができる。理解すべきことだが、ブロック図と
動作説明図との少なくともいずれかの個々のブロックと、ブロック図と動作説明図の少な
くともいずれかのブロックとの組み合わせは、無線周波数と、アナログハードウェアと、
デジタルハードウェアのうちの少なくともいずれかと、プログラム命令との少なくともい
ずれかによって実現することができる。これらのプログラム命令はコントローラへ提供さ
れてもよい。このコントローラは、１以上の汎用プロセッサと、特殊用途のプロセッサと
、ＡＳＩＣと、別のプログラム可能なデータ処理装置との少なくともいずれかを含んでよ
く、それによって、コントローラと別のプログラム可能なデータ処理装置との少なくとも
いずれかを介して実行される命令によって、ブロック図と単複の動作ブロックの少なくと
もいずれかで指定される機能／動作を実現する手段が生成される。代替の実施構成によっ
ては、上記ブロックに記されているこの機能／動作は動作説明図で述べた順序から行われ
るものもある。例えば、連続して示される２つのブロックは実際にはほぼ同時に実行する
ことも可能であるし、あるいは、これらのブロックは関係する機能／動作に応じて逆の順
序で実行されることも時としてある。
【００３３】
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　これらのコンピュータプログラム命令は、コンピュータで使用可能なメモリ又はコンピ
ュータ可読メモリに格納され、コンピュータ又は他のプログラム可能なデータ処理装置に
対して特定の方法で機能するように指示してもよい。それにより、コンピュータで使用可
能なメモリ又はコンピュータ可読メモリに格納された命令は、フローチャートと、ブロッ
ク図のブロックとの少なくともいずれかにおいて特定された機能を実行する命令を含む製
品を生成することになる。
【００３４】
　コンピュータで使用可能な媒体又はコンピュータ可読媒体は、たとえば、電子的、磁気
的、光学的、電磁的、赤外線の、又は半導体のシステム、設備、装置、又は伝播媒体であ
るが、これらに限定されるわけではない。コンピュータ可読媒体のさらに詳細な例（非包
括的なリスト）には以下の媒体が含まれる：ハードディスク、光記憶装置、インターネッ
トやイントラネットをサポートするような送信媒体、磁気記憶装置、１以上の回線を有す
る電気的接続、携帯用コンピュータのディスケット、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）
、リードオンリメモリ（ＲＯＭ）、消去可能なプログラム可能リードオンリメモリ（ＥＰ
ＲＯＭ又はフラッシュメモリ）、光ファイバ、及びコンパクトディスク・リードオンリメ
モリ（ＣＤ－ＲＯＭ）。
【００３５】
　本発明の演算を実行するためのコンピュータ・プログラム・コードは、Ｊａｖａ（登録
商標）、Ｓｍａｌｌｔａｌｋ、Ｃ＋＋のようなオブジェクト指向言語で書かれるものであ
ってもよい。しかし、本発明の演算を実行するためのコンピュータ・プログラム・コード
は、「Ｃ」プログラム言語などのプログラム言語と下位レベルのアセンブラ言語との少な
くともいずれかのプログラム言語で書くことも可能である。任意の又はすべてのプログラ
ムモジュールの機能は、１以上の特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）又はマイクロコント
ローラ、あるいは、プログラムされたデジタル信号プロセッサ又はマイクロコントローラ
を使用して実現されてもよいことはさらに理解されよう。
【００３６】
　本明細書で使用されているように、「電子部品」とは、受動的電気コネクタ等と対比さ
れるような能動素子を意味する。電子部品はプロセッサを含むものであってもよい。
【００３７】
　本明細書で使用されているように、「ストリームされる（streamed）」又は「ストリー
ムする（streaming）」とは、オーディオ又はソング（曲）ファイルのようなファイルが
、デジタル信号を介して受信装置へ連続して送られることを意味する。そして、この受信
装置において、上記オーディオファイル又はソングファイルは好適な受信側アプリケーシ
ョンを介して同時に再生される。このデジタル信号は通常バッファされる。
【００３８】
　本明細書で使用されているように、「通信端末（communication terminal）」とは通信
信号を受信／送信するように構成された端末を含むが、これのみに限定されるわけではな
い。そして上記通信信号は、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）、デジタル加入者回線（ＤＳＬ
）、デジタルケーブル、又はその他のデータ接続／ネットワークを介するような有線接続
を介する場合と、例えばセルラネットワーク、衛星ネットワーク、無線ローカルエリアネ
ットワーク（ＷＬＡＮ）とその他の通信端末との少なくともいずれかとつながる無線イン
タフェースとを介する場合との少なくともいずれかの接続を介して受信／送信が行われる
。
【００３９】
　無線インタフェースを通じて通信を行うように構成されているとき、通信端末は、本願
では「無線通信端末」又は「無線端末」と呼ばれる。無線端末の例には、セルラ電話機と
、携帯情報端末（ＰＤＡ）と、ページャと、無線通信インタフェースを通じてデータを通
信するように構成されたコンピュータとのうちの少なくともいずれかが含まれるが、これ
らのみに限定されるわけではない。上記無線通信インタフェースは、セルラ電話インタフ
ェースと、ブルートゥース・インタフェースと、（８０２．１１などの）無線ローカルエ
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リア・ネットワーク・インタフェースと、他のＲＦ通信インタフェースと、光／赤外線通
信インタフェースとのうちの少なくともいずれかを含むものであってもよい。
【００４０】
　本明細書で使用されているように、「移動端末」とは、携帯可能なものであってもよい
し、可搬性を有するものであってもよいし、（航空、海上又は陸上ベースの）輸送手段に
設置されているものであってもよいし、あるいは、地球上か、宇宙空間かの少なくともい
ずれかにおける（単複の）別の任意の場所において、ローカルな態様か、分散された態様
かのいずれかの態様で作動するように配置されているか、構成されているかのいずれかの
状態の移動端末であってもよい。
【００４１】
　ここで図１を参照してわかるように、本発明のいくつかの実施形態に係る例示的な移動
無線通信端末１０Ａが例示されている。無線端末１０Ａは、１以上の他の無線端末とデー
タを通信するように構成されるが、この構成には、上記無線端末間での直接無線通信イン
タフェースを介する構成と、１以上のセルラ基地局を経由して別の無線通信インタフェー
スを介する構成と、無線ローカルエリア・ネットワーク（ＷＬＡＮ）ルータを経由して別
の無線通信インタフェースを介する構成とのうちの少なくともいずれかの構成がある。
【００４２】
　上記無線端末１０Ａは、図１に例示されているような無線電話通信システムの一部を形
成する移動無線電話機であってもよい。このシステム２は移動無線通信端末１０Ａと基地
局トランシーバとを含み、該基地局トランシーバは無線通信ネットワーク５の一部である
。本発明のいくつかの実施形態では、ネットワーク５は、セルラネットワークにおいて個
々のセルを画定する（単複の）無線トランシーバを含む基地局トランシーバを含み、さら
に、無線リンクプロトコルを用いて上記セル内の移動端末１０Ａと（インタフェース７を
介して）通信を行い、そして他の移動端末と通信を行う。本発明のいくつかの実施形態で
は、例えば、移動体交換センタや他の装置を経由して多くの基地局トランシーバを接続し
て、無線通信ネットワーク５を画定できることは理解されよう。
【００４３】
　例示の実施形態の移動端末１０Ａは、携帯可能なハウジングアセンブリ１２、ディスプ
レイ２０、スピーカ２４（すなわち、サウンドトランスデューサ）を含むユーザインタフ
ェース２２（すなわち、マン・マシンインタフェース（ＭＭＩ））、オーディオプレイヤ
２６、コントローラ３０、通信モジュール３２、メモリ３４、照明装置５０を含む。移動
端末１０Ａの上述の構成要素は従来型の多くの移動端末の中に含まれているものであって
もよく、前述の構成要素の機能は当業者には一般に周知のものである。移動端末１０Ａは
、ソング管理モジュール４０及び照明効果管理モジュール４４をさらに含み、これらのモ
ジュールはメモリ３４に格納することができる。移動端末１０Ａは（ＭＰ３ファイルなど
の）ソングファイルを処理し、再生する能力を備えている。
【００４４】
　ディスプレイ２０は、任意の好適な表示画面アセンブリであってもよい。例えば、表示
画面２８は（ライティングパネルなどの）補助光源の有無にかかわらず液晶ディスプレイ
（ＬＣＤ）であってもよい。
【００４５】
　上記ユーザインタフェース２２は任意の好適な（単複の）入力装置を含むものであって
もよい。該入力装置は、例えば、（タッチスクリーンなどの）タッチ起動式又はタッチパ
ネル式装置と、ジョイスティックと、キーボード／キーパッドと、ダイアルと、単複の指
向性キーと、（マウス、トラックボール、タッチパッドなどの）ポインティング装置との
うちの少なくともいずれかを含むものとなる。スピーカ２４は入力されたオーディオ信号
に応答して音を生み出す。ユーザインタフェース２２は、音声プロセッサに結合されたマ
イクを含むものであってもよく、この音声プロセッサはマイクへの入射音に応答して音声
データストリームを生成するように構成される。
【００４６】



(9) JP 4860752 B2 2012.1.25

10

20

30

40

50

　コントローラ３０は移動端末１０Ａの種々の機能をサポートすることも可能である。コ
ントローラ３０は、例えば、任意の市販のプロセッサ又はカスタムマイクロプロセッサで
あってもよい。使用中、移動端末１０Ａのコントローラ３０はディスプレイ２０に表示画
像を生成する。コントローラ３０はオーディオプレイヤ２６及び移動端末１０Ａの種々の
部品を制御することができる。
【００４７】
　メモリ３４は、デジタルオーディオ信号とデジタルオーディオファイルとの少なくとも
いずれかのようなデジタル情報信号及びデータを格納するように構成される。
【００４８】
　上記通信モジュール３２は、（本明細書（図１及び図３）に説明されているような無線
インタフェース７、１１２、１１４、１１６、１２２、１３４などの）１以上の無線イン
タフェースを通じて、本明細書に説明されているような遠隔地にある別の無線端末へデー
タを通信するように構成され、そして、通信モジュール３２は、（図１及び図３で）本明
細書に説明されているような無線インタフェース７、１１２、１１４、１１６、１２２、
１３４などの）１以上の無線インタフェースを介して、本明細書に説明するような別の遠
隔無線端末へデータを通信するように構成される。通信モジュール３２はセルラ通信モジ
ュール、ダイレクト・ポイント・トゥー・ポイント接続モジュールとＷＬＡＮモジュール
との少なくともいずれかを含むものであってもよい。
【００４９】
　セルラ通信モジュールを用いて、無線端末１０Ａは、１以上のセルラ通信プロトコルを
用いてネットワーク５の（単複の）基地局を介して通信を行うことが可能となる。上記の
ようなセルラ通信プロトコルとして、例えば、最新型移動電話サービス（ＡＭＰＳ）、Ａ
ＮＳＩ－１３６、移動（ＧＳＭ）通信用グローバル規格、汎用パケット無線サービス（Ｇ
ＰＲＳ）、次世代ＧＳＭ用拡張型データレート（ＥＤＧＥ）、符号分割多元接続（ＣＤＭ
Ａ）、広帯域ＣＤＭＡ、ＣＤＭＡ２０００、及び汎用移動体通信システム（ＵＭＴＳ）が
ある。セルラ基地局は移動体電話中継局（ＭＴＳＯ）無線ネットワークと接続することが
できる。この無線ネットワークは、今度は、ＰＳＴＮと別のネットワークとの少なくとも
いずれかと接続することが可能である。
【００５０】
　ダイレクト・ポイント・ツー・ポイント接続モジュールは、ダイレクトＲＦ通信モジュ
ール又はダイレクトＩＲ通信モジュールを含むものであってもよい。ダイレクトＲＦ通信
モジュールはブルートゥース・モジュールを含むものであってもよい。ブルートゥース・
モジュールを用いて、無線端末１０Ａはダイレクト・ポイント・ツー・ポイント・インタ
フェースを通してアドホックなネットワークを介して通信を行うことができる。
【００５１】
　ＷＬＡＮモジュールを用いて、無線端末１０Ａは通信プロトコルを用いて（ルータ１２
０などの（図３））ＷＬＡＮルータを経由して通信を行うことができる。この通信プロト
コルは、８０２．１１ａ、８０２．１１ｂ、８０２．１１ｅ、８０２．１１ｇと、８０２
．１１ｉのうちの少なくともいずれかを含むものであってもよいが、これらのみに限定さ
れるわけではない。
【００５２】
　通信モジュール３２は、典型的には、送信機回路と受信機回路とを有するトランシーバ
を含むことができる。これら送信機回路と受信機回路は、発信する無線周波数信号をそれ
ぞれ（ネットワーク５、ルータあるいは他の端末装置などへ直接）送信し、次いで、音声
信号とデータ信号のような無線周波数信号をアンテナを介して（例えばネットワーク５や
ルータからあるいは他の端末装置へ直接）受信する。通信モジュール３２は、ブルートゥ
ース送受信機とＷＬＡＮ送受信機のような短距離送受信機を含むものであってもよい。上
記アンテナは、本発明の範囲から逸脱することのない埋め込みアンテナ、伸縮自在アンテ
ナ又は当業者に周知の任意のアンテナであってもよい。移動端末１０Ａとネットワーク５
、ルータあるいは別の端末との間で送信される無線周波数信号は（着呼用ページング信号
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／メッセージなどの）トラフィック信号と制御信号の双方の信号を含むものであってもよ
い。これらの信号を用いて別のパーティ又は宛先との通信が確立され、保持される。上記
無線周波数信号はまた、例えばセルラデジタルパケットデータ（ＣＤＰＤ）情報のような
パケットデータ情報を含むものであってもよい。さらに、上記トランシーバは、ＩＲポー
トを介して別の電子装置へ／から赤外線信号を送信／受信するように構成された赤外線（
ＩＲ）トランシーバを含むものであってもよい。
【００５３】
　上記移動端末１０Ａは、有線又はケーブルを介して他の端末装置と電気的に結合して、
デジタル通信信号を上記端末間で送信するように構成されたものであってもよい。移動端
末１０Ａは、静止画像とビデオデータ・ストリームとの少なくともいずれかを入射光に基
づいて生成するように構成されたカメラ装置のようなさらに別の部品を含むものであって
もよい。
【００５４】
　いくつかの実施形態によれば、移動端末１０Ａはハンドヘルド型移動端末である。「ハ
ンドヘルド型移動端末」という用語によって、移動端末の外形寸法が片手を使う一般のオ
ペレータの使用に適合されるか、又は該使用のために構成され、適したものであることが
意味されている。いくつかの実施形態によれば、ハンドヘルド型移動端末１０Ａの総体積
は約２００ｃｃ未満である。いくつかの実施形態によれば、ハンドヘルド型端末１０Ａの
総体積は約１００ｃｃ未満である。いくつかの実施形態によれば、ハンドヘルド型移動端
末１０Ａの総体積は約５０ｃｃと１００ｃｃとの間にある。いくつかの実施形態によれば
、ハンドヘルド型移動端末１０Ａの寸法は約２００ｍｍを上回らないものである。
【００５５】
　本発明の複数の実施形態による（移動端末１０Ａ～Ｅなどの）移動無線通信端末を用い
てソングファイルを選択し、再生する方法について、図２のフローチャートを参照しなが
ら以下説明する。本方法は、ホストの無線通信端末と１以上の参加無線通信端末との間で
無線接続を確立するステップを備える（ブロック２８０）。ホスト端末はノミネートソン
グファイルのリストを保持する（ブロック２８２）。ホスト端末は１以上の得票メッセー
ジを１以上の参加端末から受信する（ブロック２８４）。ホスト端末は、選出したソング
ファイルをノミネートソングファイルのリストから１以上の得票メッセージに基づいて決
定する（ブロック２８６）。ホスト端末は選出したソングファイルの再生を実行する（ブ
ロック２８８）。いくつかの実施形態によれば、ホスト端末は、１以上の参加端末からノ
ミネートソングも受信し、ノミネートソングファイルのリストへそのノミネートソングを
追加する。ノミネートソングファイルを選択し、再生するための本明細書に記載のような
種々の方法ステップ及び操作処理は、（単複の）実装している移動端末の適切に構成され
たコントローラ３０及びソング管理モジュール４０により作動可能にされ、実行すること
が可能となる。
【００５６】
　いくつかの実施形態によれば、ホストの無線通信端末と複数の参加無線通信端末との間
で接続が確立され、ホストの無線通信端末は複数の参加無線通信端末から複数の得票メッ
セージを受信し、そして、選出したソングを複数の得票メッセージに基づいて決定する。
【００５７】
　いくつかの実施形態によれば、ホストの無線通信端末と参加無線通信端末間での通信は
、ブルートゥース無線ＲＦ接続のようなダイレクト・ポイント・ツー・ポイント・インタ
フェースを介して達成される。いくつかの実施形態によれば、ホストの無線通信端末と参
加無線通信端末との間での通信は、ＷＬＡＮ又はセルラベース・システムを経由して行わ
れるような間接インタフェースを介して達成される。別の実施形態についての以下の説明
から本発明のさらなる側面及び実施形態が明らかになる。
【００５８】
　図３を参照してわかるように、例示のソングファイル再生システム１００Ａがこの図に
示されている。システム１００Ａは、（本明細書において「ホストの無線通信端末」又は
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「ホスト端末」とも呼ばれる）移動無線通信端末１０Ａと、（本明細書において「参加無
線通信端末」又は「参加端末」とも呼ばれる）複数の追加の参加無線通信端末１０Ｂ、１
０Ｃ、１０Ｄ、１０Ｅとを含む。メディアセンタ１３０は（デジタルオーディオ信号など
の）オーディオ信号を対応するサウンドに変換するように適合されるか、構成される装置
を含む。メディアセンタ１３０は、例えば、ＰＣ又はラップトップ、テレビ、オーディオ
受信機、ステレオ機器などを含むものであってもよい。例示のメディアセンタ１３０は無
線通信モジュール１３２及びサウンドトランスデューサ（スピーカ）１３６を含む。無線
通信モジュール１３２は、メディアセンタ１３０と一体化することができるか、あるいは
スウェーデンのソニーエリクソン社から個々に入手可能なブルートゥース・メディアビュ
ーアＭＭＶ－１００モジュール又はブルートゥース・メディアビューアＭＭＶ－２００モ
ジュールのような補助用又は差込み式のプラグイン無線通信モジュールであってもよい。
端末１０Ｂ～Ｅは、端末１０Ａに関して上述したように構成することができる。端末１０
Ｂ～Ｄは個々に無線通信モジュール３２とソング管理モジュール４０とを含むものである
。しかし、それぞれのソングモジュール４０は、装置の意図する機能に対応して個々の端
末１０Ａ～Ｅについて別様に構成することも可能である。いくつかの実施形態によれば、
端末１０Ｂ～Ｅのすべて又はいくつかは移動無線通信端末である。いくつかの実施形態に
よれば、端末１０Ａ～Ｅのすべて又はいくつかはハンドヘルド型移動無線通信端末である
。
【００５９】
　ここで図４を参照すると、ホスト端末１０Ａ及び参加端末１０Ｂ～Ｅを含む、本発明の
複数の実施形態による別の例示システム１００Ｂが図示されている。システム１００Ｂは
、メディアセンタ１３０が省かれ、ソング再生リスト１５６から得られるソングファイル
の再生がホスト端末１０Ａのスピーカ２４を介して行われるという点でシステム１００Ａ
とは異なるシステムである（図３）。
【００６０】
　ここで図５を参照すると、ホスト端末１０Ａ及び参加端末１０Ｂ～Ｅを含む、本発明の
複数の実施形態による別の例示システム１００Ｃが図示されている。ホスト端末１０Ａの
スピーカ２４を介してソング再生リスト１５６から得られるソングファイルの再生が行わ
れ、さらに、参加端末１０Ｂ～Ｅのそれぞれのスピーカを介して行われるか、あるいは、
ホスト端末１０Ａの端末１０Ａ～Ｅに動作可能に接続された（インイヤ式ステレオヘッド
セットなどの）１以上のヘッドセットを介して行われるという点で、システム１００Ｃは
システム１００Ｂとは異なるシステムである（図５）。さらに詳細には、ホスト端末１０
Ａのコントローラ３０は、該コントローラの個々のソングファイルを再生し、次いで、こ
のソングファイルを参加端末１０Ｂ～Ｅへ送信し、同時に再生する。いくつかの実施形態
によれば、この再生は移動端末１０Ａ～Ｅ間で同期される。
【００６１】
　例示システム１００Ａ、１００Ｂ、１００Ｃの種々の組み合わせ及び態様を採用するこ
とが可能であり、そして、ホスト端末１０Ａは、上記の種々のオプションのなかからユー
ザが再生用装置又は装置の組み合わせを選択的に選ぶことができるように構成することが
可能である。例えば、ホスト端末１０Ａは、ホスト端末１０Ａのスピーカ２４のみを介し
て、参加端末１０Ｂ～Ｅのスピーカを介して（但しホスト端末１０Ａは用いない）、参加
端末１０Ｂ～Ｅのスピーカ及びメディアセンタ１３０などを介して再生を実行するように
構成することができる。ソングファイルが端末１０Ａ～Ｅのスピーカを介して再生される
とき、参加端末の所定の１つの参加端末のユーザが、スピーカを作動不能にするか、（関
連づけられた別のメディアセンタ等などの）別の装置で再生するために、ソングファイル
をリレーするかの少なくともいずれかを行うことができることは理解できよう。
【００６２】
　本発明の実施形態に従う移動端末、方法及びシステムについて、例示の使用例を用いて
以下説明する。ホスト端末１０Ａは、マスタ端末すなわちホスト端末となるように選択さ
れ、参加端末１０Ｂ～Ｅはスレーブ端末すなわち参加端末として個々に指定される。ホス
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ト端末１０Ａのコントローラ３０は、参加端末１０Ｂ～Ｅの各端末と無線接続を確立する
（すなわち通信結合を行う）。いくつかの実施形態によれば、この無線接続は、無線通信
インタフェース接続であり、いくつかの実施形態によれば、ＲＦ接続であり、いくつかの
実施形態によれば、ブルートゥース接続である。これらの接続は公知の方法で確立するこ
とができる。例えば、ブルートゥース接続の場合、参加（スレーブ）端末１０Ｂ～Ｅをサ
ーチ可能な／発見可能な状態に設定することができ、ホスト（マスタ）端末１０Ａは問い
合わせを送出して、利用可能な参加（スレーブ）端末１０Ｂ～Ｅを識別して、ピコネット
又はパーソナルエリアネットワークを形成する。
【００６３】
　例示のように、システム１００Ａ（図３）において、ホスト端末１０Ａは、参加端末１
０Ｂ、１０Ｃ、１０Ｄと、ダイレクト・ポイント・ツー・ポイント無線インタフェースを
通じて、あるいは、それぞれリンク１１２、１１４、１１６を通じてさらに、ＷＬＡＮル
ータ１２０を経由して無線インタフェース又はリンク１１８、１２２を介して通信を行う
。システム１００Ｂ（図４）と１００Ｃ（図５）において、ホスト端末１０Ａは参加端末
１０Ｂ～Ｅとダイレクト・ポイント・トゥー・ポイントリンク１１２、１１４、１１６、
１１９を介して通信を行う。システム１００Ａの場合、ホスト端末１０Ａは、通信モジュ
ール１３２とつながる無線インタフェース又はリンク１３４を介して、無線ソングデータ
信号を提供するためにメディアセンタ１３０とも通信可能に結合される。上記とは別に、
ホスト端末１０Ａは有線ケーブル又は信号ケーブルを用いてメディアセンタ１３０と接続
することができる。いくつかの実施形態によれば、インタフェースは、（ブルートゥース
などの）直接的なインタフェース、又は（ＷＬＡＮルータ又はセルラネットワーク５など
を介するような）間接的なインタフェースである種々の無線インタフェースの組み合わせ
であってもよいことは理解できよう。いくつかの想定される実施形態によれば、ソング共
有処理手順を実行するためにホスト端末１０Ａと参加端末１０Ｂ～Ｅとの間で提供される
信号のすべては、ダイレクト・ポイント・ツー・ポイント無線インタフェースを通じて提
供される。いくつかの想定される実施形態によれば、ソング共有処理手順を実行するため
にホスト端末１０Ａと参加端末との間で提供される信号のすべては、ブルートゥース・イ
ンタフェースのような無線周波数（ＲＦ）インタフェースを通じて提供される。
【００６４】
　これらの接続の確立前又は確立後にホスト端末１０Ａは、任意の好適な方法によって有
効な参加端末を識別し、指定することができる。いくつかの実施形態によれば、ホスト端
末１０Ａは、送信勧誘のポーリングを行うか、（ホスト端末のブルートゥース信号の処理
範囲内に在る潜在的参加端末などの）潜在的参加端末のうちの選択したグループへ送信勧
誘を送信する。次いで、潜在的参加端末は勧誘を受け入れる旨の応答を行うことによりグ
ループに加わる選択を行うことができる。上記とは別に、又は、上記に加えて、ホスト端
末１０Ａは、参加端末からの要求されていない参加要求を受け付けることができる。ホス
ト端末１０Ａを用いて、（例えば、ソングのノミネートと得票数との少なくともいずれか
に寄与するため）参加が許可される潜在的参加端末のリストのような特定のグループを規
定するようにしてもよい。
【００６５】
　個々のソング管理モジュール４０は図４に示すように関連づけられた端末１０Ａ～Ｅに
ディスプレイ１５０を設ける。ホスト端末１０Ａに設けられるディスプレイは参加端末１
０Ｂ～Ｅに設けられたディスプレイとは異なるものであってもよい。例えば、機能管理に
関係するディスプレイ１５０の一部は参加端末のディスプレイから省くことができる。上
記とは別に、ソング管理モジュール４０は、参加端末１０Ｂ～Ｅにディスプレイを設ける
ことはできない。
【００６６】
　ホスト端末１０Ａと参加端末１０Ｂ～Ｅ間で接続が確立されるとすぐに、ホスト端末は
、ソングファイルノミネート要求を参加端末１０Ｂ～Ｅへ送信する。例えば、ホストはデ
ィスプレイ１５０上で「ノミネート」ボタンを作動させる（図６）ことができる。個々の
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参加者は自分のそれぞれの参加端末を用いて、ノミネートソング識別子をホスト端末１０
Ａへ送信することができる。ノミネートソング識別子は、ノミネートソングリストに追加
することを参加者が望むソングファイルを指定するものである。ノミネートソング識別子
は、参加者の端末１０Ｂ～Ｅにソングファイルを格納するように指定することができる。
送信用参加端末１０Ｂ～Ｅのソング管理モジュール４０は、（単複の）ノミネートソング
識別子の選択及び送信を容易にするためのユーザインタフェースを提供することができる
。例えば、モジュール４０は、利用可能な格納済みソングリストを生成し、（単複の）ソ
ング選択用ボックスをチェックして、ホスト端末１０Ａへ送信することができる。上記に
追加して、又は、上記とは別に、ノミネートソングリストはホスト端末１０Ａに格納され
たソングファイルを指定するソング識別子を備えることができる。いくつかの実施形態に
よれば、ホスト端末１０Ａのみがソングファイルをノミネートすることができる。いくつ
かの実施形態によれば、ホスト端末１０Ａと参加端末１０Ｂ～Ｅとの少なくともいずれか
は自身以外の移動端末に格納されているソングファイルをノミネートすることができる。
ノミネートソングファイルはノミネートソングリストを構成する。
【００６７】
　ホスト端末１０Ａはノミネートソング識別子を参加端末１０Ｂ～Ｅから受信する。ホス
ト端末１０Ａのソング管理モジュール４０はホストによってノミネートされたソングリス
トを作成し、保持する。ホストによってノミネートされたソングリストは再生すべき候補
のソングファイルを表す。
【００６８】
　いくつかの実施形態によれば、ホスト端末１０Ａは、ノミネートソングリストを編集し
、次いで、このノミネートソングリストを参加端末１０Ｂ～Ｅへ送信して、参加端末に表
示する。いくつかの実施形態によれば、参加端末１０Ｂ～Ｅの各参加端末はノミネートソ
ングリストを別の参加端末（適用可能な場合、ホスト端末１０Ａ）から受信し、自身でノ
ミネートソングリストを編集し、表示する。
【００６９】
　例示の実施形態では、ディスプレイ１５０には再生リストフィールド１５２と（ソフト
キーなどの）制御ボタン１５４とが含まれる。制御ボタン１５４は一般にホスト端末ディ
スプレイに表示される。ノミネートソングリスト１５６は再生リストフィールド１５２に
表示される。ノミネートソングリスト１５６は一列ずつの一連のソング識別子１５６Ａを
含み、個々のソング識別子は、それぞれのソングファイルに対応する。例示のように、個
々のソング識別子は、ソングアーティストと、ソング名と、関連づけられたソングファイ
ルに対応するソング再生時間、並びに、ノミネートしたときのソング識別子を発信した参
加者の識別子を含む。さらに多量の情報か、さらに少量の情報か、異なる情報かの少なく
ともいずれかの情報も同様に提供できることは理解できよう。得票数カウンタフィールド
１５６Ｂはまた、ノミネートソング識別子１５６Ａに対して個々に提供され得る。
【００７０】
　ホストは、例えば、ディスプレイ１５０の「選出」ボタンを作動させることによって選
出を開始することができる（図６）。この選出は、単一の選択されたソングに対して、完
全なノミネートソングリストよりも少ない数のソングの候補リストに対して、又は、ノミ
ネートソングのすべてを含む候補リストに対して開始することができる。参加者は自分の
移動端末１０Ｂ～Ｅを用いてノミネートする（単複の）ソングを票決することができる。
これらの得票数は参加端末１０Ｂ～Ｅによって得票メッセージとしてホスト端末１０Ａへ
送信される。ホストを作動可能にして、ユーザの移動端末１０Ａを用いて票決を行うこと
も可能である。ホスト端末１０Ａは、得票数メッセージのカウント又は集計を行い、次い
で、単複の「入選」又は「当選」ソングファイル（すなわち、ノミネートソングファイル
又は最多投票数を得たファイル）を決定する。
【００７１】
　場合に応じて、単一のソングファイルのみが再生用として選択される。場合によっては
、複数のノミネートソングファイルが選出され、再生用として得票数のランク順に再生リ
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ストの中に入れることができる。いくつかの実施形態によれば、ホスト端末１０Ａは最初
に再生リストを構成することができ、この再生リストはその後参加端末１０Ｂ～Ｅ（そし
て、オプションとして、ホスト端末１０Ａ）の得票数によってリオーダされる。
【００７２】
　ホストは、例えば、制御ボタン１５４を用いてソングリスト１５６により表されるソン
グの再生を選択的に管理することができる。例えば、「再生」及び「停止」ボタンを用い
て、メディアセンタ１３０と移動端末１０Ａ～Ｅのオーディオプレイヤとの少なくともい
ずれかへのソングファイルの送信の開始及び停止を行うことができる。「移動」ボタンは
、再生リスト１５６内のソング識別子１５６Ａの順序に優先順位をつけたり、順序の変更
（すなわち、関連づけられたソングファイルの再生順序の変更）を行ったりするのに用い
ることができる。「削除」ボタンは、再生リスト１５６からソング識別子１５６Ａを削除
するのに用いることができる。「詳細」ボタンは、ソング識別子１５６Ａを再生リスト１
５６から削除し、それによって関連づけられたソングファイルが再生されないようにする
のに用いることができる。「ランダム・ミックス」ボタンは、ランダムにすなわち別の非
シーケンシャルな順序でソングファイルの再生をホスト端末１０Ａに実行させる（すなわ
ち、ソングファイルをメディアセンタ１３０へ送信する）のに用いることができる。典型
的には、ホスト端末１０Ａは、ランダムモードすなわち別の非シーケンシャルモードが有
効でなければ、リストされているシーケンスでソングファイルの再生を実行することにな
る。
【００７３】
　ホスト端末１０Ａが再生モードのとき、ホスト端末１０Ａのコントローラ３０は、再生
すべき選出済みソングの識別子１５６Ａを識別することになる。次いで、ホスト端末１０
Ａは選出したソングファイルの再生を実行する。ホスト端末１０Ａは任意の好適な方法に
よって再生を実行することができる。
【００７４】
　いくつかの実施形態によれば、ホスト端末１０Ａは、ソング識別子に対応するソングフ
ァイルを検索するために、ソング識別子をノミネートした参加端末１０Ｂ～Ｅへソングフ
ァイル要求を送信することによって、選出したソングの再生を実行することになる。次い
で、対応する参加端末は、（参加端末に格納されている）識別されたソングファイルのコ
ピーをホスト端末１０Ａへ送信する。いくつかの実施形態によれば、参加端末は、その時
ホスト端末１０Ａに（メモリ３４内などに）一時的に格納されているソングファイルのコ
ピーとしてソングファイルをホスト端末１０Ａへ送信する。別の実施形態によれば、参加
端末は、ストリーミングソングファイルとしてソングファイルをホスト端末１０Ａへ送信
する。いくつかの実施形態によれば、ホスト端末と参加端末間での要求信号及びソングフ
ァイル信号は無線で送信され、また、いくつかの実施形態によれば、ブルートゥースのよ
うな直接無線ＲＦ接続を介して送信される。
【００７５】
　次いで、ホスト端末１０Ａのコントローラ３０は、ソングファイルと、移動端末１０Ｂ
～Ｅのうちの少なくともいずれかとをメディアセンタ１３０へ送信することによって検索
済みソングファイルの再生を実行する。メディアセンタ１３０と移動端末１０Ｂ～Ｅの少
なくともいずれかにこのソングファイルを格納して、再生することができる。上記とは別
に、ソングファイルは、例えば、発呼側参加端末からホスト端末１０Ａへストリームされ
るソングファイルとして、メディアセンタ１３０と移動端末１０Ｂ～Ｅとの少なくともい
ずれかへストリームすることができる。ホスト端末１０Ａに割り当てられたメモリ空間が
不十分であるか、ホスト端末１０Ａ上へのソングファイルの格納が防止されているか、あ
るいは不正な操作になっているかの少なくともいずれかになっている場合、参加端末から
ホスト端末へ、又は、ホスト端末からメディアセンタ１３０と移動端末１０Ｂ～Ｅへの少
なくともいずれかの方向にソングファイルをストリームすることが望ましいか、必要とな
る場合がある。いくつかの実施形態によれば、このソングファイルは、ストリームされる
か、全体として格納されるかにかかわらず、再生中又は再生後に、ホスト端末１０Ａから
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自動的に（すなわちユーザの介在を伴うことなく）消去される。
【００７６】
　上記に追加して、又は、上記とは別に、ホスト端末１０Ａは、選択されたソングファイ
ルを再生するステップと、該選択されたソングファイルを（その他の移動端末１０Ａ～Ｅ
とメディアセンタ１３０との少なくともいずれかなどの）別の装置へ再生用として配信す
るステップとの少なくともいずれかを行うように、選択されたソングファイルが格納され
ている参加端末に対して命令することによってソングファイルの再生を実行することがで
きる。
【００７７】
　ホスト端末１０Ａのコントローラ３０は、前述の個々のソング識別子１５６Ａに対して
上述のステップを順番にかつ自動的に（すなわちユーザの介在を伴うことなく）実行する
ことができる。ホスト端末１０Ａが上記のようにソングリスト１５６を実行するとき、ホ
ストは、再生リスト１５６を所望のように変更することができる。また、いくつかの実施
形態によれば、参加端末１０Ｂ～Ｅは新しいノミネートソング識別子をソングリスト１５
６に追加し、ホスト端末１０Ａのコントローラ３０が再生リスト１５６の中を通過すると
き、ノミネートソングを票決することができる。いくつかの実施形態によれば、ホスト端
末１０Ａが再生リスト１５６の中を通過するとき、新たな参加端末がグループに加わり、
ノミネートソング識別子と票決とを発信する。
【００７８】
　いくつかの実施形態によれば、ホスト端末は、複数のノミネートソングを要求するか、
予め定めた単複のソングファイル・カテゴリのソングファイル（すなわち、本明細書に記
載のような適当なメタデータ・タグを関連づけたソングファイル）のノミネートをノミネ
ートソングリストに単に追加するかの少なくともいずれかを行うことができる。例えば、
ホスト端末はノミネートソングリストを要求し、このソングリストを「ディスコ」メタデ
ータ・タグを持つソングファイルに限定することができる。
【００７９】
　上記方法及び装置に対する種々のさらなる変更を本発明の実施形態に従って行うことが
可能である。いくつかの実施形態によれば、参加端末のなかには、ノミネートソングファ
イルの票決はできるが、ソングファイルのノミネートはできないものもある。いくつかの
実施形態によれば、参加端末のなかには、ソングファイルのノミネートはできるが、ノミ
ネートソングファイルの票決はできないものもある。いくつかの実施形態によれば、参加
端末のなかには、ノミネートと票決の少なくともいずれかを行うことはできるが、選出さ
れたソングファイルの再生はできない（すなわち、ソングファイルがホスト端末又は発呼
側参加端末から受信されない）ものもある。いくつかの実施形態によれば、参加端末のな
かには、選出されたソングファイルの再生はできるが、ノミネート又は票決を行うことは
できないものもある。
【００８０】
　別の機能を設けることも可能である。例えば、ホスト端末１０Ａは、（影響を与える参
加者、ソング長などの）１以上の選択された属性に従って、ユーザがソング識別子１５６
Ａの順序を変更することを許すことができる。ホスト端末１０Ａは、参加端末１０Ｂ～Ｅ
のうちのどの参加端末が、再生リスト１５６のソング識別子を追加することを許可されて
いるかを指定するように構成することができる。参加端末１０Ｂ～Ｅは、ソング識別子の
追加に加えて、ソングリスト１５６の編集又は変更を行うことが可能である。この場合、
ホスト端末１０Ａは、ホストが、参加端末１０Ｂ～Ｅのうちのどの参加端末にソング再生
リスト１５６を変更するアクセス権限を与えるか、与えないかを選択できるように構成す
ることができる（すなわち、参加端末の再生リスト編集機能を作動可能にするか、作動不
能にすることができる）。
【００８１】
　本明細書に記載のような移動端末、システム、及び方法は、１グループの人々がソング
を選択し、再生できるようにするために使い勝手のよいかつ楽しめるメカニズムを提供す
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ることができる。上記移動端末、システム、及び方法は、再生実行機能を提供することが
でき、さらに、ホスト端末（場合によっては参加端末）が、ソング再生リストを作成し、
調整し、制御し、管理する操作のうちの少なくともいずれかの操作を許可することもでき
るようにする。実際には、例えば、パーティ参加者は、ホスト端末（パーティのホスト自
身の移動端末など）に保持されているソングを自身の参加端末からノミネートソングリス
トへ追加することができる。パーティ参加者のソングが選ばれた場合、再生シーケンスに
おいてパーティ参加者のソングの順番になったとき、ソングファイルのコピーがホスト端
末へ自動的に送信され、再生される。したがって、パーティ参加者は、別のアクションを
何も実行する必要はないことになる。いくつかの実施形態に従って、要求信号及びソング
転送信号が（ブルートゥース接続のようなＲＦインタフェースなどの）直接無線接続を介
してホスト端末と参加端末との間で通信されるとき、パーティ参加者はポケット又はハン
ドバッグの中に自分の参加端末を入れておくだけでよい。処理手順を実行するとき、参加
者を追加し、除去することができる。例えば、参加者がブルートゥースの範囲から出ると
、ユーザのソングは再生リストから削除されるか、下ろされる場合もある。
【００８２】
　図７を参照すると、本発明の別の実施形態に従って、移動無線通信端末、方法、システ
ム及びコンピュータプログラム製品が提供される。これらは、規定のカテゴリ又は分類に
基づいてファイルの選択と再生とを可能にするものである。このような移動無線通信端末
、方法、システム及びコンピュータプログラム製品は、本明細書に記載のような票決機能
と照明効果機能の少なくともいずれかの機能と共に、あるいはこれらの機能とは独立に、
採用することが可能である。移動端末などは、移動端末１０Ａ～Ｅの（単複の）ソング管
理モジュール４０に対して好適な変更を行うと共に、移動端末１０Ａ～Ｅを参照して別様
に上述したように構成して、移動端末１０Ａ～Ｅが本明細書に記載のように機能できるよ
うにしてもよい。
【００８３】
　本発明のいくつかの実施形態に係る（移動端末１０Ａ～Ｅなどの）移動無線通信端末を
用いてソングファイルを選択し、再生する方法について、図７を参照しながら以下説明す
る。本方法は、ホストの無線通信端末と１以上の参加無線通信端末との間で無線接続を確
立するステップを備える（ブロック３１０）。ホスト端末は、１以上の参加端末に格納さ
れたソングファイルの識別子を１以上の参加端末から受信する。このソングファイルは、
該ソングファイルに関連づけられたメタデータ・タグも有し、このメタデータ・タグは、
予め規定されたソングファイル・カテゴリに分類される（「適合ソングファイル」と呼ば
れる場合もある）ソングファイルを識別する（ブロック３１２）。その後、ホスト端末は
適合ソングファイルの再生を実行する（ブロック３１４）。
【００８４】
　適合ソングファイルを選択し、再生するための本明細書に記載のような種々の方法ステ
ップ及び処理操作を作動可能にし、（単複の）実装している移動端末１０Ａ～Ｅの適切に
構成されたコントローラ３０及びソング管理モジュール４０によって上記方法ステップ及
び処理操作を実行することが可能となる。
【００８５】
　いくつかの実施形態によれば、ホスト端末は、複数の参加無線通信端末との無線接続を
確立し、複数の参加端末から得られる適合ソングの識別子を要求し、そして、１以上の適
合ソングの再生を複数の参加端末において実行する。
【００８６】
　本明細書に記載のように、いくつかの実施形態によれば、上記無線接続は、直接無線通
信インタフェース接続であり、いくつかの実施形態によれば、直接ＲＦ接続であり、そし
て、いくつかの実施形態によれば、ブルートゥース接続である。いくつかの実施形態によ
れば、適合ソング識別子の処理手順を実行するためにホスト端末と（単複の）参加端末と
の間で提供されるこれら信号のすべては、ブルートゥース・インタフェースのような直接
無線ＲＦインタフェースを介して提供される。同様に、いくつかの実施形態によれば、適
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合ソングファイルの再生の実行指令は、ブルートゥースのような直接無線ＲＦ接続を介し
てソングファイルを転送することにより達成される。さらに詳細には、端末とソングファ
イル転送間の通信は、再生リスト管理及び再生機能に関して上述した種々の装置、方法及
び技術を用いて実行することができる。
【００８７】
　さらに特定の実施形態によれば、ホスト端末１０Ａが指定され、ホスト端末１０Ａのコ
ントローラ３０は、上記記載のように参加端末１０Ｂ～Ｅのような１以上の参加端末との
無線接続を確立する。少なくともいくつかの参加端末１０Ｂ～Ｅはソングファイルを内部
に格納している。少なくともいくつかの参加者ソングファイルは、該ソングファイルに割
り当てられたメタデータ・タグを含む。単複のメタデータ・タグは、ソングファイルを類
別化すなわちカテゴリ化することができる根拠となる関連づけられたソングファイルの或
る側面に対応する。ソングファイル及びメタデータ・タグの側面の例を以下に示す。
【００８８】
　ホスト端末１０Ａは、再生用としてソングファイル・カテゴリを選択又は指定する。こ
の指定されたカテゴリは単複のメタデータ・タグに対応する。ホスト端末１０Ａは、メッ
セージを参加端末１０Ｂ～Ｅへ送信し、参加端末に関連づけられた指定済みのメタデータ
・タグを有する参加端末１０Ｂ～Ｅのソングファイル（すなわち、適合ソングファイル）
の識別子を要求する。
【００８９】
　参加端末１０Ｂ～Ｅは応答メッセージをホスト端末１０Ａへ送信する。上記参加端末の
個々の参加端末にはそれぞれの応答参加端末にそれぞれのソングファイルリストが格納さ
れた形で、含まれていて、該応答参加端末には予め規定されたメタデータ・タグが含まれ
ている。いくつかの実施形態によれば、参加者は返信リストを変更して、自分が提供した
いと望む単複の適合ソングファイルのみを含むようにすることができる。
【００９０】
　ホスト端末１０Ａは、ホストを選択して、参加端末１０Ｂ～Ｅから受信した適合ソング
ファイルを適合ソングファイル識別子から選択するか、あるいは、適合ソングファイルの
上記選択のためにホストによって用いられる。ホスト端末１０Ａはソングファイルを手動
で選択するか、あるいは、（本願に以下記載する票決機能を用いるなどの）別の基準に基
づいて選択を行うことができる。この選択したソングファイルは、１つの再生リストが保
持されていれば、ホスト端末１０Ａの再生リストに追加することができる。
【００９１】
　次いで、ホスト端末１０Ａは選択した適合ソングの再生を実行する。ホスト端末１０Ａ
は、上記票決機能に関して本願で開示したように任意の好適な方法によって再生を実行す
ることができる。いくつかの実施形態によれば、ホスト端末１０Ａは選択したソングファ
イルを検索し、次いで、この選択したソングファイルを自身のスピーカ２４で再生するか
、あるいはホスト端末１０Ａは、例えば、選択された適合ソングファイルを検索し、次い
で、選択された適合ソングファイルを配信して、１以上の参加端末１０Ｂ～Ｅとメディア
センタ１３０との少なくともいずれかにおいて再生する。いくつかの実施形態によれば、
ホスト端末１０Ａは、複数の参加端末１０Ｂ～Ｅにおいて同時（及びオプションとして同
期）再生用として適合ソングファイルを配信する。上記に追加して、又は、上記とは別に
、ホスト端末１０Ａは、選択したソングファイルを再生するか、選択したソングファイル
を（その他の移動端末とメディアセンタとの少なくともいずれかなどの）別の装置へ再生
用として配信するかの少なくともいずれかを行うように、選択したソングファイルが格納
されている参加端末に命令することができる。
【００９２】
　ホスト端末１０Ａは、ソングカタログリストを要求するか、ソングカタログリストを上
述したような１以上の参加端末から受け入れるかの少なくともいずれかを行うことができ
る。いくつかの実施形態によれば、ソングカタログリストにはメタデータ・タグデータが
含まれる。ソングファイル・カタログは非準拠適合ソングファイルを含むものであっても
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よい。いくつかの実施形態によれば、ホスト端末のコントローラ３０は、適合ソングファ
イルを識別し、リストするために、受信済みソングカタログをサーチする。その後、ホス
ト端末１０Ａは、本明細書に記載のように適合ソングファイルを再生用として選択するこ
とができる。
【００９３】
　メタデータ・タグは任意の好適な形をとり、任意の好適な態様でソングファイルに関連
づけることができる。例えば、（参加端末へのソングファイルの配信に先行してソングフ
ァイルを構築又は構成する音楽メディアベンダのようなパーティ又はエンティティなどの
）ソングファイル発信者によって、メタデータ・タグをソングファイルに埋め込むか、添
付するか、又は割り当てることができる。メタデータ・タグは（例えば、参加端末によっ
て又は他の方法によって）参加者がソングファイルに割り当てるようにしてもよい。
【００９４】
　上述したように、メタデータ・タグは適合ソングファイルが予め規定されたソングファ
イル・カテゴリに分類されていることを示すものである。この予め規定されたソングファ
イル・カテゴリは任意の好適なカテゴリであってもよい。いくつかの実施形態によれば、
メタデータ・タグは、ソングファイルが、ロック、テクノ、カントリ／ウェスタン、オル
タナティブ・カントリ、ディスコ、Ｒ＆Ｂ、ヒップ・ホップ、ワールド、レリジャス、パ
ンク、クラシック、アコーステック、フォーク、などの）特定のジャンルのソングを含む
ことを示す。いくつかの実施形態によれば、メタデータ・タグは、ソングファイルが（ム
ード音楽、メディテーション・ミュージック、軽音楽、バックグラウンド・ミュージック
などの）特定タイプのソングを含むことを示す。いくつかの実施形態によれば、メタデー
タ・タグは、ソングファイルが、（ダンスパーティ、ディナーパーティ、誕生日、結婚式
、卒業式などの）特別の行事やイベント用のソングを含むことを示す。いくつかの実施形
態によれば、メタデータ・タグは、ソングファイルが（例えば、適合ソングがビートルズ
のすべてのソングであるというような）指定のミュージシャンやアーティストによるソン
グを含むことを示す。いくつかの実施形態によれば、メタデータ・タグは、（低速、中速
、高速などの）特定の範囲のテンポを有するソングがソングファイルに含まれていること
を示す。いくつかの実施形態によれば、メタデータ・タグは、（「保護者の指導が必要な
」旨の評点が付けられた、又は、上記とは別に、保護者の指導が必要でない旨の評点が付
けられた）特別の証明評点を受けているソングや、該証明評点が割り当られているソング
がソングファイルに含まれていることを示す。メタデータ・タグはソングファイルの処理
状態又は使用状態を示すことができる。この処理状態又は使用状態は、実際のソングファ
イルの使用状況によって決定されてもよい。例として、及び、いくつかの実施形態に基づ
いて、（例えば、本明細書で説明したように）メタデータ・タグは、ソングファイルが事
前に票決を勝ち得ていること、少なくとも予め規定された回数再生されていること、ある
いは、（現在のセッションのような予め規定された回数の枠内では一度も再生されていな
いなどの）予め規定された回数未満再生されていることを示すことができる。したがって
、この再生リストは、例えば、ポピュラーなソングから構成することもできれば、一度も
演奏されたことのないソングから構成することもできることになる。
【００９５】
　再生用適合ソングを識別し、選択するために採用されるサーチ基準及び選択基準は適切
に変更したり、拡張したりすることができる。マルチサーチ又は要求パラメータの設定を
行うことも可能である。例えば、ホストは、ホスト端末１０Ａを介して、「ダンスパーテ
ィ」メタデータ・タグと「保護者の指導が必要でない」ことを示すメタデータ・タグとの
双方を有するすべてのソングファイルの識別子を要求することもできる。別の例によれば
、ホストは、ソングが現在のセッションにおいて再生されたことがないことを示すメタデ
ータ・タグ、「ディスコ」メタデータ・タグ、及び、ソングファイルが票決を受信したこ
とを示すメタデータ・タグを有するすべてのソングファイルの識別子を、個々のソングフ
ァイルについて組み合わされた形で、ホスト端末１０Ａを介して要求することができる。
サーチ又は要求パラメータは、「保護者の指導が必要な旨の評点」を示すメタデータ・タ
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グを有していないすべてのソング要求のような、ネガティブな判断基準を示すこともでき
る。
【００９６】
　図８を参照すると、本発明の別の実施形態によれば、ソングファイルの再生に対応する
照明効果を与える移動無線通信端末、方法、システム及びコンピュータプログラム製品が
提供される。特に、これらの移動端末、方法、システム及びコンピュータプログラム製品
は分散照明効果を与えることができる。本明細書に記載のような、あるいは本明細書の記
載とは関係のない再生リスト、メタデータ・タグ、票決又は別の機能と共に、このような
移動無線通信端末、方法、システム及びコンピュータプログラム製品を採用することが可
能である。移動端末１０Ａ～Ｅに関して上記記載とは違った形のものとして移動端末など
を構成して、本明細書に記載のように移動端末１０Ａ～Ｅが機能できるようにする好適な
変更を行うことができる。
【００９７】
　本発明のいくつかの実施形態に係るソングファイルの再生に対応して、１以上の参加無
線通信端末に対する照明効果を与える方法について、図８を参照しながら以下説明する。
本方法は、ホストの無線通信端末と１以上の参加無線通信端末との間で無線接続を確立す
るステップを備える（ブロック４１０）。ホストの無線通信端末は、１以上の照明効果信
号を１以上の参加無線通信端末へ送信すると共に、１以上の参加無線通信端末の１以上の
照明装置をソングファイルの再生に対応して制御するように１以上の参加無線通信端末に
命令する（ブロック４１２）。照明効果を与えるための本明細書に記載のような種々の方
法ステップ及び処理操作を適切に構成されたコントローラ３０及び実装している移動端末
の照明効果管理モジュール４４によって作動可能にし、実行することができる（図１）。
【００９８】
　いくつかの実施形態によれば、ホスト端末は、複数の参加無線通信端末との無線接続を
確立し、複数の参加端末の各々へ照明効果信号を送信する。
【００９９】
　本明細書に記載のように、いくつかの実施形態によれば、無線接続は、直接無線通信イ
ンタフェース接続であり、いくつかの実施形態によれば、直接ＲＦ接続であり、そして、
いくつかの実施形態によれば、ブルートゥース接続である。いくつかの実施形態によれば
、端末に対する照明効果を実行するために、ブルートゥース・インタフェースのような直
接無線ＲＦインタフェースを介してホスト端末と（単複の）参加端末との間で提供される
信号のすべてが提供される。同様に、いくつかの実施形態によれば、ソングファイル再生
の実行は、ソングファイルをブルートゥースのような直接無線ＲＦ接続を介して転送する
ことにより達成される。さらに詳細には、再生リスト管理及び再生機能に関して上述した
種々の装置と、方法と、技術とを用いて、端末とソングファイル転送間の通信を実行する
ことができる。
【０１００】
　さらに多くの実施形態によれば、そして、図９を参照してわかるように、移動端末１０
Ａのようなホストの無線通信端末と、移動端末１０Ｂ～Ｅのような１以上の参加無線通信
端末とを含むシステム４００が提供され、個々の無線通信端末は、それぞれの単複の照明
装置５０を有する。いくつかの実施形態によれば、複数の参加無線通信端末１０Ｂ～Ｅが
用いられ、個々の無線通信端末は、照明装置５０を有する。ホストの無線通信端末１０Ａ
も同様に照明装置５０を含むことができる。図１を参照すると、このような個々の照明装
置５０は、光源５２と、光コントロール５４とを含み、２つの異なる、互いに識別が可能
な照明状態を選択的に提供するように構成される。光源５２は、発光ダイオード（ＬＥＤ
）、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）、白熱灯、又はリン光性材料のような好適な光源を含む
ものであってもよい。例えば、いくつかの実施形態によれば、光源５２には、移動端末１
０Ａ～ＥのキーパッドＬＥＤとＬＣＤディスプレイの少なくともいずれかのディスプレイ
が含まれる。光コントロール５４は照明装置５０を選択的に制御するように適合される。
光コントロール５４自身は、関連づけられた端末のコントローラ３０等によって制御する
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ことができる。光コントロール５４は、選択的に光源５２を作動させる能力と、作動を停
止させる能力とを備えた電気的スイッチ又は回路、あるいは、シャッタやレンズのような
可動エレメントであってもよい。少なくとも２つの照明状態は（オン／オフ又は（連続的
又は段階的）強度レベルの変動を含む）異なる光度と異なる色の少なくともいずれかを含
むものであってもよい。
【０１０１】
　ホスト端末１０Ａから得られる、あるいは、ホスト端末１０Ａを介するソングファイル
の再生中の使用時に、ホスト端末１０Ａは照明効果命令又は信号４２２、４２４、４２６
、４２８を参加端末１０Ｂ～Ｅの各々へそれぞれ送信する。照明効果信号は、ホスト端末
１０Ａからの光制御命令又は指示命令を実行あるいは表現する。照明効果信号はソングフ
ァイルの再生に依存するか、ソングファイルの再生に基づくか、又はソングファイルの再
生に対応する信号となる。
【０１０２】
　参加端末１０Ｂ～Ｅは照明効果信号４２２、４２４、４２６、４２８を受信し、参加端
末１０Ｂ～Ｅのそれぞれの光コントロール５４は関連づけられた光源５２を照明効果信号
に従って作動させる。したがって、ホスト端末１０Ａは参加端末１０Ｂ～Ｅに表示される
照明効果を支配することになる。例えば、ホスト端末１０Ａから出された照明効果信号４
２２、４２４、４２６、４２８は、光源５２にスイッチのオンとオフを行わせることが可
能である。いくつかの実施形態によれば、照明効果信号４２２、４２４、４２６、４２８
を受信し、照明効果を表示する参加端末１０Ｂ～Ｅは同時にソングファイルのオーディオ
再生も行う。いくつかの実施形態によれば、付随するオーディオ信号は照明効果をトリガ
し、それによって照明効果は同期し、オーディオ信号に依存するようになる。
【０１０３】
　ホスト端末は、所定の参加端末において照明効果を動的に制御することが可能となるか
、あるいは適当なモードを入力し、その入力後に、参加端末自身のコントローラ３０が対
応する照明効果プログラムを実行する命令又は指示命令を参加端末に対して行うことが可
能となる。例えば、ホスト端末は一連の照明効果信号を送信することが可能であり、これ
らの照明効果信号は、光源５２のオンとオフの点滅を行うように参加端末に直接命令する
か、又は該点滅を上記参加端末に行わせる。上記とは別に、ホスト端末は、参加端末の照
明効果管理モジュール４４がオーディオ信号と同期して参加端末の光源５２に点滅等を行
わせるモードを入力するように参加端末に命令することができる。
【０１０４】
　これらの照明効果は任意の好適な照明操作、変調、表示などであってもよい。いくつか
の実施形態によれば、照明効果は１以上の光源５２の点滅又はパルス出力を含み、さらに
、いくつかの実施形態によれば、１以上のＬＥＤの点滅又はパルス出力を含む。いくつか
の実施形態によれば、照明効果はビデオ又はアニメーションを含む。特に、照明効果は参
加端末の（ＬＣＤなどの）ディスプレイ２０に表示されるビデオ又はアニメーションを含
むものであってもよい。ビデオ又はアニメーションは、参加移動端末に予め格納されてい
るビデオファイル、又は、ホスト端末１０Ａから送信される（例えばストリームされる）
ビデオファイルから生成することができる。
【０１０５】
　ホスト端末１０Ａはまた、参加端末１０Ｂ～Ｅにわたって配光結果を支配することがで
きる。いくつかの実施形態によれば、ホスト端末１０Ａは異なる照明効果信号を異なる参
加端末へ送信する。したがって、所定のソングファイルの再生コースにわたって、参加端
末１０Ｂの光源５２は、例えば参加端末１０Ｃの光源５２とは異なる時刻にオンとオフを
行うことが可能となる。ホスト端末１０Ａは、互いに異なる動的パターンで同期する照明
効果を参加端末１０Ｂ～Ｅに同時に表示させることができる。例えば、複数の移動端末に
おける分散照明効果はディスコ照明効果を与えることができる。
【０１０６】
　いくつかの実施形態によれば、ホスト端末は１以上の参加端末へ照明効果信号を送信し



(21) JP 4860752 B2 2012.1.25

10

20

30

40

50

、該１以上の参加端末は、（高い周波数範囲などの）第１の範囲の、ソングファイルのオ
ーディオ周波数に応答して自身の照明装置に（オンとオフのパルス出力などの）作動を行
わせる。さらに、ホスト端末は、１以上の別の参加端末へ照明効果信号を送信し、該１以
上の別の参加端末は、第１の範囲とは異なる（低オーディオ周波数範囲などの）第２の範
囲の、ソングファイルのオーディオ周波数に応答して自身の照明装置５０に（オンとオフ
のパルス出力などの）作動を行わせる。
【０１０７】
　いくつかの実施形態によれば、ホスト端末は、マルチチャネル可聴周波数でソングファ
イルを参加端末に再生させ、異なるオーディオチャネルが異なる参加端末において再生さ
れる。例えば、（参加端末１０Ｂ及び１０Ｃなどの）第１の組の参加端末は、ソングファ
イルの（左側ステレオチャネルなどの）第１のオーディオチャネルをホスト端末１０Ａか
ら受信し、次いで、このオーディオチャネルを再生し、そして、（参加端末１０Ｄ及び１
０Ｅなどの）第２の組の参加端末は、ソングファイルの（右側ステレオチャネルなどの）
第２の別のオーディオチャネルをホスト端末１０Ａから受信し、次いで、このオーディオ
チャネルを再生する。いくつかの実施形態によれば、第１のオーディオチャネルへ送信さ
れる照明効果信号は、第１の組の参加端末と対にされるか、又はこの第１の組の参加端末
に対応する。そして、第２の組の参加端末へ送信された照明効果信号は、第２のオーディ
オチャネルと対にされるか、又はこの第２のオーディオチャネルに対応する。例えば、第
１の組の参加端末の照明装置５０が第１のオーディオチャネルのテンポ又はリズムで点滅
することができるのに対して、第２の組の参加端末の照明装置５０は第２のオーディオチ
ャネルのテンポ又はリズムで点滅することができる。
【０１０８】
　別の実施形態によれば、マルチチャネル・オーディオソングファイルは３以上のオーデ
ィオチャネルを含み、そして、３以上の別々のチャネルが異なる参加端末においてそれぞ
れ同時に再生される。例えば、ソングファイルは、サラウンドサウンドモードでの再生が
可能であり、３以上の参加端末が異なるチャネルで再生され、互いに異なる対応する照明
効果を表示する。
【０１０９】
　いくつかの実施形態によれば、ホスト端末と参加端末の少なくともいずれかの相対位置
又は所在位置が決定され、次いで、ホスト端末はそれらの相対的位置に従って参加端末に
照明効果を割り当てる。何らかの好適な技術を用いてオーディオチャネルを配信し、端末
の相対的空間位置を決定するようにしてもよい。いくつかの実施形態によれば、マルチチ
ャネルオーディオ再生配信は、２００４年７月７日に出願され、２００６年１月１１日に
ＥＰ１６１５４６４Ａ１として公開された出願人の欧州特許出願番号第０４１０３２１２
．９号に記載のように達成される。この特許出願の開示は本明細書の一部として本願に引
用されている。さらに、ホスト端末と参加端末の相対位置は、欧州特許出願番号第０４０
３３１２．９号に記載のように決定され、利用されてもよい。さらに、較正は、欧州特許
出願番号第０４０３３１２９号に記載のように、あるいは、無線リンク遅延を補償するた
めの他の任意の好適な技術を用いて達成することができる。
【０１１０】
　いくつかの実施形態によれば、ホスト端末１０Ａによって調整されるか、支配される照
明効果には、移動端末から移動端末へ進む動的パターンが含まれる。例えば、（ＬＥＤ又
はＬＣＤディスプレイなどの）光源は、個々の移動端末１０Ａ～Ｅにおいて連続してパル
ス出力を行うことが可能であり、光パルスは、（上下などの）移動端末１０Ａ～Ｅの列に
沿って進んでいくように見える。このような処理操作を容易にするために、移動端末１０
Ａ～Ｅの相対的空間位置を上述のように決定し、次いで、複数の移動端末１０Ａ～Ｅを該
移動端末の位置に従って照明効果に割り当てることができる。
【０１１１】
　別の実施形態によれば、動的パターン化された照明効果には、複数の移動端末１０Ａ～
Ｅに表示されるビデオ又はアニメーションが含まれ、それによって、このビデオ又はアニ
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メーションが（ＬＣＤなどの）表示画面２０から移動端末１０Ａ～Ｅの表示画面２０へ進
んでいるように見えることになる。例えば、図１０Ａに、第１の時点においてそれぞれの
表示画面２０を有する３つの参加端末１０Ｂ～Ｄが示されているが、これらの表示画面は
画像４４８Ａを提示するか、又は組み合わせるための画面である。これらのディスプレイ
２０は制御されて、将来、それぞれの画像４４２Ａ、４４４Ａ、４４６Ａは、図１０Ｂに
示すように新たな画像４４２Ｂ、４４４Ｂ、４４６Ｂによって置き換えられ、新たな合成
画像４４８Ｂが提示され、さらに、その後、画像４４２Ｂ、４４Ｂ、４４６Ｂが新たな画
像４４２Ｃ、４４４Ｃ、４４６Ｃよって置き換えられて、新たな合成画像４４８Ｃ（図１
０Ｃ）を提示し、画像４４８Ａ、４４８Ｂ、４４８Ｃ内のオブジェクトが移動端末１０Ｂ
～Ｄの間でディスプレイ２０に沿って時間の経過と共に進んでいるように見えることにな
る。したがって、図１０Ａ～Ｃの実施形態では、移動端末１０Ｂ～Ｄの表示画面２０から
表示画面２０へアニメーションの人物が歩いている印象を与える動的パターンで、上記照
明効果はいくつかの移動端末１０Ｂ～Ｄにわたって配信されることになる。この処理は、
上述のような移動端末の空間位置を決定する処理と対にされて、該決定処理を容易にする
ことが可能となる。
【０１１２】
　ホスト端末によって制御される照明効果はまた、画面から画面へ進むアニメーションを
備えていない複数の移動端末の画面又はディスプレイの利用を含むことも可能である。例
えば、静止画像を表示する共同画面として画面２０を使用するようにしてもよい。
【０１１３】
　本願で開示される本発明の種々の実施形態は、本発明の別の実施形態と共に、あるいは
、本発明の別の実施形態とは独立に利用することができる。例えば、単複のソングファイ
ルは、本願に記載のメタデータ・タグ処理手順又は票決処理手順を用いて再生用として選
択することができ、このソングファイルは、ソングファイル再生リストを作成することな
く一度に１つずつ再生される。いくつかの実施形態によれば、ホスト端末は、単に再生用
ソングファイルの選択を調整し、参加端末を選択して、（別の参加端末、ホスト端末、又
はメディア・プレイヤなどの）（単複の）１以上の再生装置へ（ストリーミングを介する
か、完全なファイルとして）ソングファイルを送信するか、あるいは、発呼側参加端末の
みにおいてソングファイルを再生するように命令することができるのみである。いくつか
の実施形態によれば、移動端末１０Ａ～Ｅの間で「ホスト」状態をシフトすることも可能
である。
【０１１４】
　本明細書に記載のアプリケーションプログラムは、ソング管理モジュール４０及び照明
効果管理モジュール４４を含めて、本発明の複数の実施形態による種々の特徴を実現する
プログラムを例示するものである。他のアプリケーションプログラムと追加のアプリケー
ションプログラムの少なくともいずれかのプログラムを本発明の実施形態に従って利用で
きることは理解できよう。
【０１１５】
　図１は、ソングファイルの管理及び再生のために移動端末と他の電子装置との少なくと
もいずれかにおいて使用できる例示のハードウェア／ソフトウェアのアーキテクチャを例
示するものではあるが、本発明がこのような構成のみに限定されるわけではなく、本明細
書で説明した処理を実行できる任意の構成を包含することを意図するものであることは理
解されよう。例えば、メモリ３４はコントローラ３０から分離したものとして例示されて
はいるが、メモリ３４あるいはその一部はコントローラ３０の一部であってもよい。さら
に一般的に言えば、特定の諸機能が例示として特定のブロックに示されてはいるが、異な
るブロックの機能と該機能の一部の少なくともいずれかの組み合わせと、分割と、削除と
のうちの少なくともいずれかを行うことも可能である。さらに、本発明の種々の実施形態
に従って、図１のハードウェア／ソフトウェアのアーキテクチャの機能を単一のプロセッ
サシステム又は複数のプロセッサシステムとして実装することも可能である。
【０１１６】
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　本開示のおかげで、本発明の精神と範囲から逸脱することなく、当業者が多くの改造や
変更を行うことが可能である。したがって、当然のことながら、例示された実施例は単に
例示を目的として開示されたものであり、これが請求項によって規定される本発明を限定
すると考えるべきではない。したがって、請求項は文字通りに記載されている要素の組み
合わせだけでなく、実質的に同じ結果を得るために、実質的に同じ方法で、実質的に同じ
機能を果たす、等価な全ての要素を含むものとして読まれるべきものである。請求項はこ
のように、上記に具体的に例示したものや記載したもの、概念的に等価なもの、及び本発
明の本質的な概念を取り込んだものを含むものと理解されるべきである。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０Ａ】

【図１０Ｂ】

【図１０Ｃ】
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